
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

２２Kami２３ Kami

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

モ
コ
ち
ゃ
ん

今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

申し込みは誕生月の前月１日まで 。 

      総務課    ☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

掲　

示　

板

　　
(山田高校マンガ部)

た
だ
い
ま

No.１３１

　　

私
の
名
前
は
シ
ン
・
ジ
ン
ロ

ン
で
す
。
高
知
工
科
大
学
特
別

研
究
学
生
で
、
専
門
は
情
報
工

学
で
す
。

　

私
は
昨
年
９
月
に
香
美
市
に

来
ま
し
た
。
純
朴
で
正
直
で
、

観
光
化
さ
れ
て
な
い
自
然
が
残

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
気
に
入
っ

て
い
ま
す
。
学
習
や
研
究
に
従

事
す
る
の
に
良
い
環
境
で
、
と

て
も
美
し
い
場
所
で
す
。

　

私
の
故
郷
は
山
西
省
太
原
市

で
す
。
中
国
の
中
部
地
区
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
太
原
市
の
年

間
平
均
気
温
は
9.5

℃
で
、
温
暖
で
す
。

　

山
西
省
に
は
有

名
な
オ
ペ
ラ
芸
術

が
あ
り
ま
す
。 

『
山
西
京
劇
』
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
山
西
剪
紙
、

山
西
影
絵
劇
は
長

い
歴
史
を
持
っ
て

シ
ン
・
ジ
ン
ロ
ン
（
辛
宗
蓉
）

中
国
／
山
西
省
太
原
市

い
ま
す
。
太
原
は
観
光
資
源
が

豊
富
で
、
長
い
歴
史
を
持
っ
て

い
ま
す
。
金
城
、
天
龍
山
洞
窟
、

永
楽
寺
、
忠
陽
寺
院
、
崇
山
寺
、

堂
寺
院
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

山
西
省
に
は
多
く
の
景
勝
地

が
あ
り
ま
す
が
、
風
景
の
美
し

さ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
歴
史

的
意
義
の
た
め
に
、
世
界
で
有

名
で
す
。
山
西
省
は
多
く
の
民

俗
伝
統
芸
術
の
歴
史
的
な
場
所

で
す
。
あ
な
た
が
中
国
の
伝
統

芸
術
に
興
味
が
あ
る
な
ら
、
ぜ

ひ
訪
れ
て
み
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

    

ま
た
、
山
西
麺
は
有
名
で
す
。

選
択
で
き
る
麺
の
数
は
な
ん
と

280
種
類
！
中
で
も
、
刃
削
麺
は

５
つ
の
有
名
な
中
国
麺
の
一
つ

で
す
。

    

中
国
山
西
省
に
は
多
く
の
美

し
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
を
歓
迎
し
ま
す
。

うか。当時の舟入川は幅が現在の２倍ほどあり、

浦戸湾に通じて米や木材など物部川奥地の産物が

運ばれた。雪ヶ峰城では山田監物が川と陸路を監

視し、高柳土居城では西内常陸が水路利用料を徴

収。浦戸からの生活物資にも水路運搬の利用料が

課せられたであろう。これが土佐戦国の七雄・山

田氏台頭の基となる財源だったと想像される。

　山田氏の財政を支える拠点としてこの城を重要

視し、大きな人工壁を築き外側には空濠を設けて、

物部川の氾濫などに備えた遺構ではないだろうか。

　南東には同じく西内常陸が治めた防衛の要・烏

ヶ森城がある。南に舟入川と物部川が流れ、山田

村の産物は、ここから舟積みされたことだろう。

　山田元義という主君は、西内常陸や山田監物ら

の諌言（いさめる言葉）に立腹して謹慎を命じ、自

身は猿楽や蹴鞠、茶の湯、遊山、川遊びなどに興

じて、備えをおろそかにしたために討たれた。

　川風に吹かれなが

ら、歴史の面影を色

濃く残す遺構を眺め

れば、戦国武将が活

躍した昔日に思いを

巡らせる散歩が楽し

めることだろう。

（香美市文化財保護

審議会・岡村)

　舟入川に沿った農道を西に進み、物部川漁協の

建物を過ぎて３００㍍ほど下った辺りで、右手に河

原石を積んだ２㍍ほどの人工壁が見える。西北端

に史跡高柳土居城の標柱が立ち、山田氏の重臣・

西内常陸の土居と書かれている。土居とは、豪族

の居住地を示す地名である。

　人工壁は『ハ』の字の形状に残り、幅１０㍍×

長さ５０㍍×高さ２㍍規模が２本。南の舟入川方

向に壁はなく、内側は田んぼになっている。この

人工壁はどうやら戦に備えたものではないらしい。

標柱には、平成２年の試掘調査で青磁、天目茶碗、

土師質土器片が確認されたとも書かれている。

　長宗我部国親が山田元義を討つ前の天文１２年

（１５４３）、謀略によって西内常陸を殺害した上

で攻撃を仕掛けている。「武勇智慧と礼譲厚く人

を懐け、軍士を使うに手足の如し」と清和源氏西

内系図にあり、国親もこれを恐れたのであろう。

山田氏を支えた重要家臣であったとの記録が残る。

　思うに高柳土居城とは、山田氏の財源である川

の交通を監視した役所のようなものではないだろ

第５回  高柳土居城の考察第５回  高柳土居城の考察

▲高柳土居城の遺構

ぶゆう ち え

かんげん

ひたち

けまり

スポーツ安全保険

保険の詳しい内容、資料
の請求は、ホームページ
をご覧ください。

http://www.sportsanzen.org
●資料請求は、インターネットより受け付けております。

携帯電話から

資料請求ができます。

　　公益財団法人 スポーツ安全協会  高知県支部  
                                             　　　　　      〈 (公財) 高知県体育協会 〉

〒780-0850  高知市丸ノ内1-7-52 

　　　　　  高知県庁西庁舎１階　TEL０８８-８２０-１７５５

　

電話受付時間：8時30分～17時15分（土、日、祝日を除く。）

【問い合わせ先】生涯学習振興課　☎５３－１０８２

スポーツ安全保険スポーツ安全保険スポーツ安全保険
対象となる事故

保 険 期 間

団体活動中の事故／往復中の事故

平成３０年４月１日の午前０時から平成３１年３月３１日午後１２時まで

４４
４名以上の団体・グループで

ご加入ください。
４名以上の団体・グループで

ご加入ください。

インターネットからも加

入受付を行っております。

詳しくは、ホームページ

をご覧ください。

スポーツ安全保険 検 索

Ｒ

　
◆
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園
で
、
恒

例
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開

催
し
ま
す
。
使
わ
な
く
な
っ
た

日
用
品
や
本
、
洋
服
、
遊
ば
な

く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
な
ど
。

　

新
緑
の
爽
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
、
掘
り
出
し
物
を
見
つ
け

に
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※

出
店
者
も
募
集
中
。
先
着
順
で
ブ

ー
ス
が
埋
ま
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
日
時
】
５
月
13
日
（
日
）

10
時
～
15
時  ※

小
雨
決
行

【
場
所
】
県
立
甫
喜
ヶ
峰
森
林

公
園
（
土
佐
山
田
町
平
山
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
立
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園
管
理

事
務
所　

☎
57
・
９
０
０
７

◆
一
緒
に
体
操
し
ま
せ
ん
か

　

新
鮮
な
朝
の
空
気
を
吸
い
な

が
ら
、
楽
し
く
健
康
長
寿
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。
体
の
体
操
だ

け
で
な
く
、
頭
の
体
操
も
行
い

ま
す
。
地
域
外
の
方
で
も
Ｏ
Ｋ
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

毎
朝
６
時
30
分
～
７
時
10
分

※

雨
天
時
・
日
曜
日
休
み

【
場
所
】

秦
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
広
場

（
あ
け
ぼ
の
保
育
園
北
隣
）

 ※

駐
車
場
あ
り

【
内
容
】
①
ラ
ジ
オ
体
操
②
軽

度
な
筋
ト
レ
③
頭
の
体
操
等

【
連
絡
先
】
三
谷
誠
郎

☎
52
・
４
８
３
２

◆
Ｊ
Ｒ
四
国
バ
ス
大
栃
線
の

　

ダ
イ
ヤ
を
一
部
変
更

　

４
月
か
ら
、
通
勤
や
通
学
に

便
利
な
ダ
イ
ヤ
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

《
大
栃
駅
か
ら
の
発
車
時
刻
》

６
時
51
分
→
７
時
25
分
に
変
更

《
土
佐
山
田
駅
へ
の
到
着
時
刻
》

７
時
33
分
→
８
時
７
分
に
変
更

※

そ
の
他
に
も
変
更
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
Ｊ
Ｒ
四
国

バ
ス
株
式
会
社
高
知
支
店

☎
０
８
８
・
８
６
６
・
２
５
１
３
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